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COME TRUE とは、「実現する、本当になる」
という意味を持つ言葉です

～第14号～

会長あいさつ
小田急多摩線延伸促進協議会
会　長　成　川　　　猛　　　

　本協議会では、平成14年の設立以来、地域の皆様の多大なるお力添えを
頂きながら、小田急多摩線の延伸の実現に向けて活動を行ってまいりました
が、お蔭様で、この度の答申におきましては、小田急多摩線の延伸が、交通
政策審議会が設定した「東京圏の都市鉄道が目指すべき姿」を実現する上で、

意義のあるプロジェクトとして位置づけをいただくことができました。地域の皆様には署名活動への御協力など、
多大なる御支援をいただきました。この場をお借りし、心よりお礼申しあげます。
　この度の答申により、延伸に向けたスタートラインに立てたことは大きな一歩でありますが、実現に向けては、
解決すべき課題も指摘されているところです。今後も引き続き、活発な活動を行い、小田急多摩線延伸の早期実現
を目指し取り組んでまいりますので、より一層の御協力を賜りますようお願い申し上げます。http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/toshikotsu/20804/22611/001664.html

　小田急多摩線延伸促進協議会は、小田急多摩線
延伸の実現に向けて、地域の主体的な誘致活動が
必要なことから、平成14年９月に設立いたしました。
　本協議会では、関係機関への要望や、イベントでの
延伸に関するPR活動、町田市や愛川町の住民団体
と連携した取組等を行っています。

イベントでPR活動に
取り組みました

「市民若葉まつり」でのブースの様子

「潤水都市さがみはらフェスタ」でのブースの様子

延伸の実現に向けて、第一歩！
国の交通政策審議会答申において、
意義のあるプロジェクトに！
国の交通政策審議会答申において、
意義のあるプロジェクトに！

ロマンくん

小田急多摩線延伸促進協議会構成団体 （30団体）

相模原市自治会連合会
各地区自治会連合会（小山、清新、横山、中央、星が丘、光が丘、大野北、大沢、田名、上溝）
相模原商工会議所、相模原市商店連合会、相模原中央商店街協同組合、相模原西商店街協同組合、
相模原東商店会、さがみ夢大通り商店会、西門地区商業地活性化協議会、南橋本商栄会、
矢部商工みどり会、上溝商店街振興組合、田名商工連盟、高校通り商栄会、水郷田名観光協会、
田名財産管理委員会、田名地区公共交通整備促進協議会、相模原青年会議所、相模原市農業協同組合、
東京地方税理士会相模原支部、神奈川県社会保険労務士会相模原支部

ロマン

　本協議会は、平成25年度より町田市の「小田急線延伸を
促進させ最寄り駅を誘致する会」、「町田小山小田急多摩線延伸
促進協議会」、愛川町の「愛川小田急多摩線延伸促進協議会」と
合同で要望活動に取り組んでいます。
　平成27年度は国土交通省関東運輸局、小田急電鉄株式会社及び
神奈川県に対して要望書を提出し、小田急多摩線延伸の早期
実現に向けて取組を進めて
いただくよう要望しました。
　今後も関係機関に対して、
延伸の早期実現に向けた
要望活動を実施します。

要望活動を行いました

平成14年度 小田急電鉄
平成15年度～平成19年度 小田急電鉄、相模原市

平成21年度～平成26年度 神奈川県、小田急電鉄、町田市、町田市議会
相模原市、相模原市議会

平成20年度 神奈川県、小田急電鉄、町田市、相模原市

平成27年度 国土交通省関東運輸局、神奈川県、小田急電鉄

これまでの要望活動（要望先） 国土交通省関東運輸局への要望活動の様子国土交通省関東運輸局への要望活動の様子

多摩線延伸協議会議会 検 索【小田急多摩線延伸促進協議会の取組】

平成２７年度 小田急多摩線延伸促進協議会活動報告

事業化
の流れ

現在は、
この段階です。
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　国土交通省の有識者会議「交通政策審議会」は、４月
20日、「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について」
を国土交通大臣に答申しました。東京圏の鉄道整備は、
審議会の答申に基づき進められておりますが、私たちの長
年の目標である小田急多摩線の延伸が、今回の答申に「地
域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロ
ジェクト」の一つとして位置付けられました。
　答申では、唐木田駅から上溝駅までの延伸については、
その意義が認められるとともに、収支採算性の課題などが
指摘されています。また、上溝駅から田名地区、愛川・
厚木方面への延伸についても、上溝駅までの整備の進捗を
踏まえつつ検討することとされています。
　前回の答申（運輸政策審議会答申第18号）では、掲載
された各路線について、 Ａ１：「目標年次までに開業する
ことが適当である路線」、 Ａ２：「目標年次までに整備着手
することが適当である路線」といった評価
がなされましたが、今回の答申では、
「東京圏の都市鉄道が目指すべき姿」を実
現する上で意義あるプロジェクトを選定
し、各プロジェクトを育成する観点から、
プロジェクトの意義と課題を整理した内容
となっており、指摘された課題の解決が
図られることが、延伸実現のためには重要
です。

こ ど も の国 

新百 合 ケ丘 

小田急多摩センター   小田急多摩センター  京王
相模
原線
 

 
  
  
 小
 田 急 多 摩 線 

小
 田 急 小 田 原 線 

相模大野 相模大野 

東 
急 
こ 
ど 
も 
の 
国 線 

上溝 

橋本 

町田 

長津田 

 線
浜横 

Ｒ Ｊ

 線
浜横 

Ｒ Ｊ

Ｊ
 Ｒ 相
模
線
 

Ｊ
 Ｒ 相
模
線
 

 
  
  
 小
 田 急 多 摩 線 

小
 田 急 小 田 原 線 東 

急 
こ 
ど 
も 
の 
国 線 

在日米陸軍 相模総合補給廠 在日米陸軍 相模総合補給廠 
（一部返還地を含む）（一部返還地を含む）

相模原市 

町田市 

しょう しょう 相模原 相模原 

愛川・厚木方面

田名

唐木田 



わたしたちも「小田急多摩線延伸促進活動」を応援しています。

「東京圏における今後の
　都市鉄道のあり方について」

　この答申は、東京圏（東京都心部を中心とする概ね半径50㎞の範囲）における今後の都市
鉄道のあり方について、概ね15 年後（2030 年（平成42年）頃）を念頭に置いて、地下鉄、
民鉄線及びJR 在来線のほか、モノレール、新交通システム、路面電車等を含む鉄軌道を
対象としてとりまとめられたものです。

交 通 政 策
審議会答申

答申より、小田急線に係る部分の抜粋

（小田急小田原線の複々線化）
 　・小田急小田原線の混雑の緩和。
 　・東京圏南部地域と都心とのアクセス利便性の向上。
（小田急多摩線の延伸）
 　・相模原市及び町田市と都心部とのアクセス利便性の向上を期待。

【意　義】

（小田急小田原線の複々線化）
 　・関係地方公共団体・鉄道事業者等において、事業スキームを含め
た事業計画について十分な検討が行われることを期待。

（小田急多摩線の延伸）
 　・収支採算性に課題があるため、関係地方公共団体等において、採
算性の確保に必要な需要の創出に繋がる沿線開発の取組等を着
実に進めた上で、費用負担のあり方を含む事業計画について十分
な検討が行われることを期待。

 　・また、東京都と神奈川県に跨がる路線であるため、関係地方公
共団体が協調して検討が行われることも期待。

 　・なお、関係地方公共団体において更なる延伸を検討する場合に
は、本区間の整備の進捗状況を踏まえつつ行うことが適当である。

【課　題】

答申のポイント！
【唐木田駅から上溝駅への延伸】

～町田市、相模原市の取組～

唐木田駅から上溝駅への延伸については、町田市、相模原
市、鉄道事業者などで構成する「小田急多摩線延伸検討会」
において延伸の実現に向けた検討が行われています。
また、平成26年には町田・相模原両市長間で覚書を
交わし、延伸の実現を目指した取組が進められています。
今回の答申では、延伸の意義が認められたことから、
一日も早い延伸の実現を目指し、示された課題の解決を
図るとともに、関係機関との合意形成に向けた取組が進め
られます。

【田名地区、愛川・厚木方面への延伸】
～相模原市、厚木市、愛川町、清川村の取組～

上溝駅から田名地区を経由した愛川・厚木方面への延伸に
ついては、相模原市、厚木市、愛川町、清川村で構成する
「小田急多摩線の延伸促進に関する連絡会」において平成
23年から検討が進められています。平成26年に公表された
連絡会の取組状況では、上溝駅から本厚木駅へのルートに
ついて検討を深めていくこととされています。
今回の答申では、上溝駅までの整備の進捗状況を踏まえ
つつ検討することが適当とされていることから、関係自治体
等の連携による、検討の更なる深度化が進められます。
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❶掲載されている各プロジェクトは、それぞれの意義や課題が整理
されています。
❷各プロジェクトは、答申で示された課題の解決を経て、事業化が進め
られます。（前回の答申とは異なり、路線ごとのランク付けはあり
ません。）
❸上溝駅から、田名地区、愛川・厚木方面への延伸については、課題
欄の最後の項目である「なお」以下に示されています。

※小田急多摩線の延伸については、小田急小田原線の複々線化ととも
に、小田急線に関するプロジェクトとしてまとめられています。

小田急小田原線の複々線化（登戸～新百合ヶ丘）及び
小田急多摩線の延伸（唐木田～相模原～上溝）
　 ・登戸から新百合ヶ丘までは複々線化を行う。
　 ・唐木田から上溝までは延伸を行う。


